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会長菱田豊彦

第28回日本核医学会総会開催にあたり，会員の皆様からアンケートをいただき，その意を

汲んで準備をすすめて参りました．東京での開催は 1982年以来6年ぶりになります．東京は

何かと便利であり，皆様の集まりやすい所であります．学術発表と機器，薬品展示とが同じ建

物内で行うことができて，交通の便がよい所として，北の丸公園内の科学技術館と徒歩で5分

ぐらいはなれた日本教育会館で行うことになりました．

一般演題は580題集まりました．内訳は下記に示したとおりですが，心臓関係が最も多く，

脳神経系がそれに次ぎ，呼吸器と肝胆の分野が増加してきたようです．口頭発表のほかに展示

発表の形式を入れることも考慮されましたが，今回は全演題，口頭発表ということになりま

した．

招待講演についてもアンケー トに基づき，世界的に高名な方々を選ばせていただきました．

特別講演として近藤宗平先生に「放射線と長寿」の話をお願いしました．

シンポジウムには， （1）呼吸器核医学， （2）微量物質の新しいインビトロアツセイ，（3）骨カ

ルシウム代謝と核医学， （4）核医学の未来像について，が取り上げられました.(4）はフロア

からの発言を主体とした型破りのシンポジウムが行われることと思います．核医学についてふ

だん感じておられる方々のご発言を期待しております．

教育講演は，拡がりつつある核医学の現在における基本的な主題を 8分野選びました．法改

正の問題は教育講演と して話していただきます．

「Workin ProgreSSJ は28題ありますが例年と同様の形をとりました．新しく開発された成

果を提供してもらいます．

総会はあくまでも一般演題の発表が主体であります．講演時間は6分，質疑応答は3分です

が，活発にご討議下さい．教育講演，招待講演，特別講演，シンポジウムもそれぞれ十分魅力

的なものと考えております．どうぞお聞き逃しのないようお願いいたします．
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